
 

 

国際協力事業団（国際協力事業団（国際協力事業団（国際協力事業団（JICA）））） 

モザンビーク共和国国家地理・地籍局（モザンビーク共和国国家地理・地籍局（モザンビーク共和国国家地理・地籍局（モザンビーク共和国国家地理・地籍局（DINAGECA）））） 

 

 

 

 

モザンビーク国モザンビーク国モザンビーク国モザンビーク国 

ニアサ州国家基礎地図作成調査ニアサ州国家基礎地図作成調査ニアサ州国家基礎地図作成調査ニアサ州国家基礎地図作成調査 

 

ファイナルレポートファイナルレポートファイナルレポートファイナルレポート 

（和文要約）（和文要約）（和文要約）（和文要約） 

 

 

 

 

 

 

平成１２年７月平成１２年７月平成１２年７月平成１２年７月 

 

 

国国国国 際際際際 航航航航 業業業業 株株株株 式式式式 会会会会 社社社社 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 USD = 1

平

換換換換    算算算算    率率率率 

6,250 MZM = 109.90 JPY 
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序序序序        文文文文 

 
 

日本国政府は、モザンビーク共和国政府の要請に基づき、同国のニアサ州国家基礎

地形図作成調査を行うことを決定し、国際協力事業団がこの調査を実施いたしました。 
当事業団は、平成１０年６月から平成１２年７月の間、３回にわたり国際航業株式

会社の西村 明氏を団長とする調査団を現地に派遣しました。 
調査団はモザンビーク共和国政府関係者と協議を行うとともに、調査対象地域にお

ける現地調査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運びとなり

ました。 
この報告書が、この計画の推進に寄与するとともに、両国の友好・親善の一層の発

展に役立つことを願うものです。 
終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申しあ

げます。 
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国際協力事業団 
 

 
総 裁   藤 田  公 郎 
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国 際 協 力 事 業 団             
総 裁  藤田 公郎 殿 
 
ここにモザンビーク国ニアサ州国家基礎地形図作成調査報告書を提出できることを

光栄に存じます。 
国際航業株式会社に所属する私を団長とする調査団は、国際協力事業団との業務実

施契約に基づき、平成１０年６月から平成１２年７月まで本調査を実施いたしました。 
調査団はモザンビーク共和国政府関係者と協議を行うとともに、航空写真撮影、現

地調査、基準点測量、技術移転等を含む現地作業を実施しました。また日本国内にお

いては空中三角測量・ディジタル図化及び編集を実施し、地形図データ、1/50,000 地
形図の印刷図を作成いたしました。本報告書はその作成に係る経緯、結果及び今後の

課題についての提案を取りまとめたものです。 
調査団を代表して、モザンビーク共和国政府及びその他の関係機関に対し、我々が

モザンビーク共和国滞在中に受けたご好意と惜しみないご協力に心からお礼申し上げ

ます。 
また国際協力事業団、外務省、建設省、在ジンバブエ、在南アフリカ及び在モザン

ビーク日本国大使館及び関係諸官庁に対しても調査業務の実施及び報告書の作成にあ

たっての貴重なご助言とご協力を頂いたことに深く感謝申し上げます。 
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モザンビーク国ニアサ州 
国家基礎地形図作成調査団 
 

 
団 長   西 村  明 
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